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沼津事業所の概要

1.1.操業開始操業開始 19601960年年44月月11日日

【【南プラント南プラント】】

執行役員執行役員

（（あだちあだち ひろし）ひろし）

安達 弘

2.2.敷地面積敷地面積 119,848119,848㎡㎡

3.3.建物面積建物面積 7979，，724724㎡㎡

4.4.従業員数従業員数 11，，760760名名((社員社員968968名）名）

5.5.平均年齢平均年齢 41.641.6才才

6.6.事業内容事業内容 情報機器関連サプライ情報機器関連サプライ
研究・開発･製造研究・開発･製造

7.7.事業所長事業所長

２００４年２００４年55月月11日現在日現在

【【北プラント北プラント】】
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沼津事業所の事業内容

『情報機器関連サプライの研究・開発・製造』

インク
（ジェルジェットカートリッジ）
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化学物質管理方針

《リコーグループ環境綱領》

沼津事業所・福井事業所

《環境方針》

　私たちは、「リコーグループ環境綱領」に基づき環境
保全活動を経営の重要な課題として強く認識し、全員参
加で地球環境保全に取り組む。

制定日　 ：１９９６年０８月１９日

改訂日－A：２０００年１０月０１日
改訂日－B：２００５年０４月０１日

１．事業活動にかかわる環境関連法規制並びに環境側面に関
係し同意したその他の要求事項を遵守する。

２．環境負荷低減を可能にする技術革新の推進に努め、その
技術を積極的に活用するとともに経済価値の創出との両
立に努めていく｡

３．環境保全推進体制の継続的維持・改善を行うとともに事
業所のすべての分野で、調達・生産から販売・物流・使
用・リサイクル・廃棄に至るすべての段階における汚染
予防、省資源・リサイクル、省エネルギーの継続的な改
善活動を行っていく｡

４．一人ひとりが広く社会に目を向け、積極的な学習を通し
て意識向上を図り、地球市民として責任を持った環境保
全活動を進めていく｡

５．事業所の全員に環境方針を周知するとともに、地域社会
への積極的な情報開示、環境保全活動への参画・助成・
支援によって広く社会に貢献していく｡

事業所運営委員会委員長

安達　弘

沼津事業所・福井事業所

《環境方針》

　私たちは、「リコーグループ環境綱領」に基づき環境
保全活動を経営の重要な課題として強く認識し、全員参
加で地球環境保全に取り組む。

制定日　 ：１９９６年０８月１９日

改訂日－A：２０００年１０月０１日
改訂日－B：２００５年０４月０１日

沼津事業所・福井事業所

《環境方針》

　私たちは、「リコーグループ環境綱領」に基づき環境
保全活動を経営の重要な課題として強く認識し、全員参
加で地球環境保全に取り組む。

制定日　 ：１９９６年０８月１９日

改訂日－A：２０００年１０月０１日
改訂日－B：２００５年０４月０１日

１．事業活動にかかわる環境関連法規制並びに環境側面に関
係し同意したその他の要求事項を遵守する。

２．環境負荷低減を可能にする技術革新の推進に努め、その
技術を積極的に活用するとともに経済価値の創出との両
立に努めていく｡

３．環境保全推進体制の継続的維持・改善を行うとともに事
業所のすべての分野で、調達・生産から販売・物流・使
用・リサイクル・廃棄に至るすべての段階における汚染
予防、省資源・リサイクル、省エネルギーの継続的な改
善活動を行っていく｡

４．一人ひとりが広く社会に目を向け、積極的な学習を通し
て意識向上を図り、地球市民として責任を持った環境保
全活動を進めていく｡

５．事業所の全員に環境方針を周知するとともに、地域社会
への積極的な情報開示、環境保全活動への参画・助成・
支援によって広く社会に貢献していく｡

事業所運営委員会委員長

安達　弘

・環境汚染に関しては、「すべての分野の機能」で、継続的な改善を方針としています。
・労働安全衛生面では、「安全を全てに優先」させたリスク低減を方針としています。

《沼津事業所環境方針 ／ 労働安全衛生方針》

沼津事業所
『労働安全衛生方針』

事業所で働く人全員が｢かけがえのない存在｣であり、人の面では
「常に問題・課題認識を持ち、改善行動を継続する事で危険予知能力
向上」を図り、職場環境の面では『安全を意識しなくても安全が確保
できる職場づくり！』を目指す事を労働安全衛生活動の狙いとする。

2004年4月1日
株式会社リコー沼津事業所長　　

安達　弘

３．労働安全衛生方針は全従業員に周知し、労働安全衛生活動へ
　　参画することで、労働安全衛生意識の向上を図ります。

２．労働安全衛生に関係する法規制や事業所が同意した協定
　　及び社内規定類に定めた事項を遵守します。

４．労働安全衛生マネジメントシステムの適切性・妥当性・有効性を
　　維持するため、定期的又は必要都度見直します。

－安全は全てに優先する－－安全は全てに優先する－

１．当事業所はOA機器関連ｻﾌﾟﾗｲとｻｰﾏﾙ関連商品を製造する設備・
　　装置を有し、その主なリスクは　｢人と設備の係わり｣と｢設備の
　　不具合｣に起因するものと認識し、本質安全を考慮した技術・生産
　　革新と労働環境変化を先取りした継続的なリスク（危険源）低減
　　活動を図ります。

RICOH
沼津事業所

『労働安全衛生方針』

事業所で働く人全員が｢かけがえのない存在｣であり、人の面では
「常に問題・課題認識を持ち、改善行動を継続する事で危険予知能力
向上」を図り、職場環境の面では『安全を意識しなくても安全が確保
できる職場づくり！』を目指す事を労働安全衛生活動の狙いとする。

2004年4月1日
株式会社リコー沼津事業所長　　

安達　弘

３．労働安全衛生方針は全従業員に周知し、労働安全衛生活動へ
　　参画することで、労働安全衛生意識の向上を図ります。

２．労働安全衛生に関係する法規制や事業所が同意した協定
　　及び社内規定類に定めた事項を遵守します。

４．労働安全衛生マネジメントシステムの適切性・妥当性・有効性を
　　維持するため、定期的又は必要都度見直します。

－安全は全てに優先する－－安全は全てに優先する－

１．当事業所はOA機器関連ｻﾌﾟﾗｲとｻｰﾏﾙ関連商品を製造する設備・
　　装置を有し、その主なリスクは　｢人と設備の係わり｣と｢設備の
　　不具合｣に起因するものと認識し、本質安全を考慮した技術・生産
　　革新と労働環境変化を先取りした継続的なリスク（危険源）低減
　　活動を図ります。

RICOH
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化学物質による環境汚染に対する管理領域

グリーン調達グリーン調達 製品含有化学物質管理製品含有化学物質管理

製品製造 使用 回収・リサイクル設計 原料生産

事業所化学物質管理事業所化学物質管理製品安全性評価製品安全性評価

リスク ＝ ハザード × 暴露

トータルリスクを最小限にする

企業として、化学物質が安全かつ有益に利用されるように化学物質の設計・原材料購
入から廃棄における全領域を管理しています。



8

使用禁止物質、管理物質の対象

環
境
影
響
化
学
物
質

（リ
コ
ー
削
減
対
象
物
質
）

リコー禁止物質【７０物
質】

リコー削減物質【１７９物質】

発がん性→高い
毒性→高い

発がん性→やや高い
毒性→やや高い

リコー管理物質【４３５物質】（ＲＧで管理）

発がん性→疑いあり
毒性→疑いあり

リコー管理対象外の物質（事業所で管理）

－沼津事業所では、１０物質を独自に管理－

リコーでは６８４物質を管理対象とし、その中で環境影響の大きな２４９物質を重点的
に削減しています。

２４９物質

環
境
影
響
化
学
物
質

（リ
コ
ー
管
理
対
象
物
質
）６８４物質
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化学物質管理体制
《リコーグループと沼津事業所における環境管理体制》

グループ間の横断的な推進
・事業所環境委員会
（ＷＧ：化学物質、省資源、省エネなど）

・製品環境委員会
（ＷＧ：化学物質、省資源、省エネなど）

社会環境本部

全社および事業所・部門毎にＰＤＣＡを回し、全員参加の環境経営を推進しています。

トップによる環境経営の推進
・全社執行コミッティ
・執行役員会議
・社長相談会
・環境統括会議 など

ＰＲＴＲ削減部会ＰＲＴＲ削減部会

沼津・福井事業所運営委員会

省エネ・用水削減部会省エネ部会

部門製品委員会

画像生産事業本部

社 長

事業関連会社各カンパニー／事業部

沼津事業所
各事業所
／関連会社
各事業所
／関連会社
各事業所
／関連会社

事業関連会社事業関連会社各カンパニー／事業部各カンパニー／事業部

各事業所
／関連会社
各事業所
／関連会社
各事業所
／関連会社

事業所内の推進
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化学物質管理システム
《リコーグループ化学物質管理システム》

統合データベース情報取込

リコーグループでは、化学物質管理システムにより環境配慮設計、化学物質管理の
推進（使用・排出・移動量の管理）に活用しています。

情
報
解
析

情
報
加
工

ＭＳＤＳ発行

環境ラベル情報

ＰＲＴＲ情報

材料・部品
化学物質情報

法規制情報

化学物質情報 事業所化学物質
環境情報システム

機器製品
環境情報システム

サプライ製品
環境情報システム

情報
収集

製

造

製

造

調

達

調

達

設

計

設

計
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化学物質管理システム（製品系）

企画から販売に至るステップで化学物質による安全性評価・監査を実施しています。

商
品
企
画

ス
テ
ッ
プ

製
品
設
計

ス
テ
ッ
プ

工
程
設
計

ス
テ
ッ
プ

量
産
／
販
売

ス
テ
ッ
プ

《サプライ製品の企画から販売までの製品安全（化学薬品の情報法規制や安全自主基準）を管理するシステム》
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化学物質管理システムの運用

※ＰＳ：Product Safety （製品安全活動）

製品安全（ＰＳ）問題が発生しないように製造業者等が行うＰＬＰ（Product 
Liability Prevention：製造物責任予防の略称）活動とＰＳ問題処理活動及
びＰＬ訴訟の際、製造業者等が講じる法的対応を行うＰＬＤ（Product 
Liability Defense：製造物責任防御の略称）活動を合わせた活動をいう。

安全性仕様情報の中で関連法規制等と同時にリコー使用禁止物質、削減対象物質に
ついても評価を実施しています。使用削減物質情報は、事業所管理に活用します。



13

化学物質管理システム（事業所系）
1.化学物質管理のシステム（事業所データ管理）

化学物質の月々の使用量／排出量／移動量の情報をＤＢにて管理し、ＰＲＴＲ法の
届出や削減目標の達成状況データに活用しています。

化学物質の月々の使用量／排出量／移動量の情報をＤＢにて管理し、ＰＲＴＲ法の
届出や削減目標の達成状況データに活用しています。
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化学物質管理システムの運用
〔1.化学物質管理のシステム（事業所データ活用事例） 〕

平成１６年度実績届出書
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【原材料データ（ＭＳＤＳ）の情報共有化と活用】

『化成品原材料』DBにて化学物質のＭＳＤＳを公開
することで､取扱者の労働衛生・緊急時対応（火災･
流出）の教育・訓練に活用しています。

リスクコミュニケーション（社内）
1.化学物質（原材料）の有害性情報の共有化
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〔原材料取扱い部署における表示例（職場に掲示） 〕

リスクコミュニケーション（社内）

2999

部署課・G

名称

成分組識

使用頻度

有害及び危険に
関する処置

TMCo製造部 製造2課（調合係）
品名（リコー）：No

１

２ 成
分

含
有
量

３ □日 □週 □月 □年
頻
度

毒

性

４

取扱上の注意事項

保管方法 □冷暗 □常温

応急処置

STE-Zn（境－P）：０６７７

亜鉛 非毒性
ステアリン酸亜鉛
１００％

飲み込んだ時

目に入った時

吸入した時

注意１：火気厳禁、設備は防爆

注意２：保護マスク着用

□密閉

皮膚に触れた時

泡沫・炭酸ガス

消火剤

意識がなければ頭を低くして寝かせる

15分間清水にて十分洗顔し、医師の来診を求める

新鮮な空気中に移し、医師を呼ぶ。

衣服を直ちに脱ぎ、皮膚を水で洗い流す。
緊急連絡先

部署課・G

名称

成分組識

使用頻度

有害及び危険に
関する処置

TMCo製造部 製造2課（調合係）
品名（リコー）：No

１

２ 成
分

含
有
量

３ □日 □週 □月 □年
頻
度

毒

性

４

取扱上の注意事項

保管方法 □冷暗 □常温

応急処置

STE-Zn（境－P）：０６７７

亜鉛 非毒性
ステアリン酸亜鉛
１００％

飲み込んだ時

目に入った時

吸入した時

注意１：火気厳禁、設備は防爆

注意２：保護マスク着用

□密閉

皮膚に触れた時

泡沫・炭酸ガス

消火剤

意識がなければ頭を低くして寝かせる

15分間清水にて十分洗顔し、医師の来診を求める

新鮮な空気中に移し、医師を呼ぶ。

衣服を直ちに脱ぎ、皮膚を水で洗い流す。
緊急連絡先

製造部 製造１課



18

リスクコミュニケーション（社内）
2.化学物質の火災・流出予防への取組み

　　　頻　度
１回/日 １回/月

共通項目 ・危険物貯蔵取扱量の把握 ◎ -

・保有空地の確保 ◎ -

・整理整頓 ◎ -

・消火設備への通路確保 ◎ -

・適切な温度・湿度の保持 ○ -

・遮光・換気 ○ -

・危険物容器の溢れ・漏れ ◎ -

・タンク・容器のアースの損傷 ◎ -

・溜めますの損傷 ◎ -

・油分離槽の汚れ - ◎

屋外タンク ・注入弁閉鎖 ○ -

・周囲防油提の水抜き弁閉鎖 ○ -

・防油提の破損 - ◎

・本体損傷 ◎ -

・注入口アース損傷 ◎ -

・配管損傷 ◎ -

・タンクアース損傷 - ◎

屋内貯蔵所 ・建築物内壁より内側に０．３ｍ以上 ◎ -

・電気設備の損傷 ◎ -

・溜めます・排水溝の破損 - ◎

・可燃物の撤去 ◎ - ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾟﾚｯﾄ使用可

屋外貯蔵所 ・水抜き管閉鎖 ○ -

・容器密栓確認 ◎ -

対象施設 点検項目 備　　考

危険物施設日常点検項目一覧表

◎：必須項目　　○：該当時
点検

          日  常  点  検  一  覧  表
                                                            対象：◎必須  ○該当時

    点  検  項  目           点  検  内  容   点検頻度と対象

 有 害 物 特別有害物

 保  1.転倒･落下防止  転倒、落下防止は十分か 月1回  ◎ 月1回 ◎

 管  2.保管場所表示  定められた表示はされているか 月1回  ◎ 月1回 ◎

 ・  3.施錠  容易に持出せないようになっているか 月1回  ◎ 常 時 ◎

 施  4.薬液等の漏洩  薬液等の漏洩の有無 月1回  ○ 月1回 ○

 設  5.流出防止の機能  流出防止(防液堤等)の破損の有無 月1回  ○ 月1回 ○

 6.整理整頓  整理整頓されて余分な物がないか 月1回  ◎ 月1回 ◎

 取  1.取扱い･使用の記録  使用の記録(担当･使用量)は有るか 年1回  － 使用時 ◎

 扱  2.在庫管理  在庫を把握しているか 年1回  ◎ 常 時 ◎

 い  3.薬液等の漏洩  薬液等の漏洩の有無 使用時  ◎ 使用時 ◎

 4.保護具の着用  薬品に応じた保護具の着用をしているか 使用時  ◎ 使用時 ◎

 廃  1.廃棄の処理  適正に保管･処理しているか 月1回  ○ 月1回 ○

 棄  2.廃棄の記録  廃棄の記録は有るか 年1回  ○ 月1回 ○

日常点検項目（危険物／有害物）

１.日常管理による汚染予防管理

1.化学物質による、汚染予防や火災事故を予防するためにきめ細かな日常管理を行っ
ています。
2.危険物による災害の重大性を認識するために、爆発の威力を体感する教育を社員
全員を対象に実施しています。

２.社内危険体感教育
危険物爆発体感教育
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★緊急時の防災連絡網

災害・事故発生
災害・事故発生

消防署　ＴＥＬ：１１９

市　環境政策課
ＴＥＬ：９３４－２５６２

事業所長 社内一斉放送

南Ｐ⇒南Ｐ　TEL:４５
北Ｐ⇒北Ｐ　TEL:４５ 南Ｐ⇔北Ｐ　TEL:４７

流出事故防止消火活動

１.消火栓、可搬ポンプ、
　　消防自動車による消火

２.危険物火災時、

　 ・スーパーフォームによる消火
　・工程泡消火設備の起動による消火

３.ライナージェットによる延焼防止

発生源対応

１.流出源の把握
２.流出源からの流出防止

３.排水路への流出防止

４.排水経路への他排水流入防止
　 （流入水の削減の為、工場廃水の停止

等）

事　後　処　理

１.各薬剤、有害物および流出物質の回収処理
２.河川流出状況の確認とその対応
３.諸官庁への報告

４.利害関係者への対応
　　①発生原因の調査　　②再発防止策実施

緊急連絡網

夜間防災隊　招集 休日防災隊　招集

現認者　緊急通報（ＴＥＬ：２９９９）

自衛消防隊招集

環境安全Ｇ

総務センター長

守衛所

夜間発生時

１.オイルフェンスの設置
２.吸着マット、吸着リボン、

　　　テープの設置、中和剤散布

３.回収作業
　 ・回収容器（ドラム缶、バケツ等）の

準備

４.火気取扱注意放送、通行規制、交通整理

リスクコミュニケーション（社内）
３.緊急時対応訓練

②昼間防災訓練（溶剤流出）①緊急時における対処手順

化学物質の流出･火災事故が万一発生した場合に備えて、定期的な流出防止・消火活
動の訓練を実施しています。昨年度からは夜間における防災訓練を開始しております。

③夜間防災訓練（消火・救出・溶剤流出）
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1.地域住民と実施しているＳＳモニター制度

リスクコミュニケーション（地域社会）

リコー SSモニター様
地域への社会的責任の遂行の為に、種々の活動を実施
しているが、これらの活動が地域に喜ばれているかどうかの
評価を把握するために実施する。  

1．活動の範囲
１）対象地域
     ・本田町自治会    ・沼北町自治会      ・西沢田自治会
     ・リコー通り商店街
２）SＳモニター  …  合計 18 名
     ・本田町・沼北町・西沢田自治会  各５名 …計１５名
              （自治会長・副自治会長・一般  ３名）
     ・リコー通り商店街 …計  3名
              （理事長・一般  2名）
３）任  期           原則として２年間(４月に改訂）

２．モニターリング
１）調査方法
     ① アンケート調査     ：  毎年2回実施   (  １月 ・  ８月 )
     ② 葉書による提言   ：  随   時
２）調査内容
     ・安全、防災活動への取組み
     ・公害、安全衛生面の迷惑度合
     ・環境保全活動、ボランティア活動への取組み
     ・地域への文体活動支援施設の開放の満足度
     ・リコー社員のマナー・交通ルール遵守
     ・リコー、リコー社員の総合評価
     ・フリーコメント（要望、クレーム等）

３．事業所ご案内 ( 1回／年 )
１）活動内容の紹介と、モニタリング結果及び対応策の報告
２）工場のご案内
３）懇談会  (リコーのトップとの情報交換)

検討・分析

企業市民として地域
への社会的責任の遂行

改

善

１．狙     い

３．制度運営システム

２．運営制度・活動内容

モニタリング
  ① アンケート回答
           （２回／年）
    ・評 価
    ・意見／感想

 ② 葉書による提言
             ( 随時 )

事業所ご案内参加

計

画

実
 
施

評
 
価

対応策実施

仕組みの見直し

モニター様選出

   １．安全、災害防止活動
   ２．公害防止活動
   ３．環境保全活動
   ４．地域社会貢献活動
   ５．ボランティア活動
   ６．交通ルール遵守

地域貢献達成度の把握システム（ＳＳモニター制度）

ＳＳ(Ｓｏｃｉａｌ Ｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎ)モニター制度とは、沼津事業所の運営を地域社会の満
足度向上（環境保全面等）からみた課題の摘出・改善を行うための制度です。
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《ＳＳモニター制度の実績①》

リスクコミュニケーション（地域社会）

様式－３　Ｈ総C0002－沼総 様式改訂施行日　’04年03月01日

ＳＳモニター様アンケート用紙
ABCDEFG 
沼津事業所

リコーは地域の皆様へご迷惑をお掛けしないよう、次のような活動を行っています。

１．工場の事故・衛生面等によるご迷惑をかけない活動

２．工場の排水・煙等により、河川・海・空を汚染しない活動

３．リサイクル・省エネ等により、環境を保全する活動

４．地域社会との融和を図り、文化・体育活動に支援・協力する活動

５．企業市民として模範となる社員を育成する活動

これらの活動に対しまして、地域の皆様のご意見をお聞かせ頂き、更に皆様に
喜んで頂けるリコーを目指したいと思っております。
つきましては、下記の質問について皆様の忌憚の無いご意見をお願い致します。

回答の中から１つを選んで番号に○をつけて下さい。

質問１．リコーは安全・防災活動を継続重点項目として取り組んでおり、火災等の事故防止
　　　　に努めておりますが、皆様へのご迷惑度はいかがでしょうか。
　

　 ５．問題ない 　４．ほとんど問題ない 　 ３．普通
　　　　　　 ２．多少問題あり 　 １．問題あり 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問１．リコーは安全・防災活動を継続重点項目として取り組んでおり、火災等の事故防止
　　　　に努めておりますが、皆様へのご迷惑度はいかがでしょうか。
　

　 ５．問題ない 　４．ほとんど問題ない 　 ３．普通
　　　　　　 ２．多少問題あり 　 １．問題あり 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問２．リコーは公害防止活動を永遠の課題として取り組んでおりますが、皆様へのご迷惑
　　　　度はいかがでしょうか。
　

　 ５．問題ない 　４．ほとんど問題ない 　 ３．普通
　　　　　　 ２．多少問題あり 　 １．問題あり 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問２．リコーは公害防止活動を永遠の課題として取り組んでおりますが、皆様へのご迷惑
　　　　度はいかがでしょうか。
　

　 ５．問題ない 　４．ほとんど問題ない 　 ３．普通
　　　　　　 ２．多少問題あり 　 １．問題あり 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問３．リコーは環境保全活動の一環として『アルミ缶回収』や『リサイクル活動』を積極
　　　　的に実施しておりますが、これらの活動に対するご感想はいかがでしょうか。　

　 ５．良い 　　 　４．やや良い　　　　 　 ３．普通
　　　　　　 ２．あまり良くない　 １．良くない 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問３．リコーは環境保全活動の一環として『アルミ缶回収』や『リサイクル活動』を積極
　　　　的に実施しておりますが、これらの活動に対するご感想はいかがでしょうか。　

　 ５．良い 　　 　４．やや良い　　　　 　 ３．普通
　　　　　　 ２．あまり良くない　 １．良くない 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問４．リコーは地域へのボランティア活動の一環として、『幟道通りの清掃』や『新中川
　　　　の清掃と鯉放流』を実施しておりますが、これらの活動に対するご感想はいかがで
　　　　しょうか。　

　 ５．良い 　　 　４．やや良い　　　　 　 ３．普通
　　　　　　 ２．あまり良くない　 １．良くない 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

質問４．リコーは地域へのボランティア活動の一環として、『幟道通りの清掃』や『新中川
　　　　の清掃と鯉放流』を実施しておりますが、これらの活動に対するご感想はいかがで
　　　　しょうか。　

　 ５．良い 　　 　４．やや良い　　　　 　 ３．普通
　　　　　　 ２．あまり良くない　 １．良くない 　 ０．活動を知らない

ご意見等が御座いましたらご記入下さい。ご意見等が御座いましたらご記入下さい。

〔ＳＳモニター様による事業所工場見学風景〕
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4.5点以上 良

い

〔ＳＳモニター様アンケート用紙と調査集計結果〕

１９９８年からスタートし２００５年９月で第１４回になります。
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リスクコミュニケーション（地域社会）

《ＳＳモニター制度の実績② 意見の反映結果》

①-1.用水量データの提示
①-2.事業所の環境目標に地下水の削減をいれて削減活動に取り組
んでいる。

③2005.6から新中川河口の海岸清掃へ変更しました。

①地下水の汲み上げが強力なため周辺の井戸の水位
が下がった。

②新中川への鯉の放流は再検討頂きたい。（環境を悪化
させてしまう。）継続の意見もある。

1999年8月

1998年2月実施
・８９年度からの年度ごとの実績データを説明

①地下水データの開示1998年1月

検討内容を紙面にてご報告（回答）しています。

①施設の開放等出来る限りお役立ちいたします。

②防災訓練・パトロールを実施しています。

③排ガス処理装置の導入を進めています、異臭発生時はご連絡いた
だければ調査いたします。

④新方式の吸着フィルターによりトナーの大気放出を防止しています。

※防災に関しては、夜間防災訓練、危険体感教育・訓練にて一層の
強化を図っています。

①地域防災へも積極的に参画していただきたい。

②火災が発生した場合、煙害があると思われる。

③どの企業かわからないが、時々異臭が感じられる。

④南プラントにトナー工場が建築されたが粉塵対策はど
のようになっていますか。

2003年8月

①防災及び公害予防への取り組みに及びその効果はど
のようになっていますか。

2003月2月

①2003.10に沼津事業所サイトレポートを発行し、近隣自治会及び行
政等に配布を開始しました。継続実施中。

①防災・公害・環境保全・ボランティア活動等を画像を入
れて近隣自治会に送付しアピールした方が、より分かり
やすく説明でき協力を得られると思います。

2002年3月

①2002月3月工場見学時に、環境ホルモン、水質データ、緊急時の
訓練内容をご説明しました。

①環境ホルモンの影響など、化学物質による水質汚染
の可能性等、緊急時の対応についてアピールしてほしい。

2001年2月

対応内容要望等（年月／内容）
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リスクコミュニケーション（情報開示）

1.サイトレポートの配布による情報開示
★大気汚染予防

〔排ガス燃焼装置　(トナー）〕

溶剤排ガス燃焼装置を導入し、溶剤排ガス
の大気排出量を削減しています。（他3基）

〔サーマル・ジアゾ廃水処理装置〕

〔南プラント総合排水口の水質監視装置〕

★水質汚濁予防

各排水口には、自動監視装置（ｐＨ、流量計）
を設置し、中央監視室で常時監視しています。

〔北プラントＯＰＣドラム洗浄水処理装置〕

〔生活排水処理装置 (浄化槽) 〕

放流水（ｐＨ）の自動監視と外部業者による
定期測定を実施しています。ｐＨ異常時には、
緊急遮断により外部に排出しない装置が備
えられています。

放流水（ｐＨ）の自動監視と透視度の測定を
実施しています。

浄化槽の維持管理は専門の業者により定期
的な検査を実施しています。

〔監視装置〕

中央監視室中央監視室

〔塩素系有機溶剤の全廃を達成〕

リコーグループでは、環境影響の大きな化学物質であ
る塩素系有機溶剤の全廃を進めて着ました｡市場で稼動
している複写機向けサプライ品の感光体製造に使われ
るジクロロメタンの代替溶剤の開発に成功し、生産プ
ロセスの改善が完了したことで、２００４年度末にジ
クロロメタンを全廃しました。

〔トルエンの使用・排出量を削減〕

トルエンは、沼津事業所の使用する化学物質の中でも
使用量が多く、環境影響の大きな化学物質です｡サプラ
イ品の生産の際にトルエンを使用していますが、新た
な生産プロセスを開発し、トルエンの使用量を年間約
３５０トン（換算）削減しました｡

【大 気】

　

【水 質】

　

【地下水】

＊グラフ中の直線は　「－；法基準」　「－；市協定」　「－；自主基準」　の値です。
　尚、法基準値については特に制限されていないものもあります。

【騒 音】

　

【振 動】

　

モニタリング結果は、代表的な対象個所の測定結果を２００１年より４年間示してあります。
法基準、沼津市との協定値、自主基準を上回ったものはありませんでした。
尚、今回示させて頂いた測定個所以外でも、すべて自主基準を下回っています。

モニタリング結果

グラフは低い方
が良いんだって。

SOｘ排出量　５号ボイラー；１基
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灯油を燃料としていた５号ボイラーを廃止す

ることでＳＯｘ排出量は０となりました｡

NOｘ排出量　小型ボイラー；9基中
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BOD排出量　No.4排水口
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SS排出量 　No.4排水口
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塩素系溶剤量 (南プラント）

0

0.002

0.004

0.006

0.008

0 .01

0.012

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度

(ppm) ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

塩素系溶剤量 (北プラント）

0

0.002

0.004

0.006

0.008

0.01

0 .012

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度

(ppm) ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

騒音 　（南プラント）
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振動 　（南プラント）
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リコー沼津事業所

環境保全は
我々地球市民に課せられた使命!!

環境保全は
我々地球市民に課せられた使命!!

沼津事業所の環境保全活動をサイトレポートとして配付、情報開示しています。
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リスクコミュニケーション（情報開示）

2.リコーＨＰによる情報開示（サイトレポート、ＰＲＴＲ法対象物質データ）

リコーＨＰにて沼津事業所の環境報告書やＰＲＴＲ法届出対象物質の情報公開を
行っています。

http://ext.ricoh.co.jp/ecology/data/03.html
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１. ㈱リコー沼津事業所について
①沼津事業所の概要

２. 化学物質管理について
①方針

② 管理体制

③ 管理システム

3. リスクコミュニケーションについて
①社内

② 地域社会

③ 情報開示

４. 環境負荷低減活動について
① 大気汚染防止

５. 課題と今後の進め方
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環境負荷低減活動
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【沼津事業所　ＰＲＴＲ対象物質の排出量実績】

〔大気排出量推移（ＰＲＴＲ対象物
質）〕

1.大気汚染削減活動実績
〔排ガス処理装置〕

〔ＰＲＴＲ対象物質出量削減のための主な改善〕

沼津事業所（リコー）では1997年度からＰＲＴＲ対象物質に加え、環境影響化学物質
の使用量及び排出量削減に取り組んでいます。

ＭＤＣの代替化による全廃（2000年度から活動開始）2004年度
トルエン排ガス燃焼装置を導入2002年度

トルエン、ＭＥＫ排ガス燃焼装置を導入1999年度

ＭＤＣ回収装置を導入1998年度

洗浄用ﾊﾟｰｸレンを水洗浄化により全廃1997年度
改善内容年度

ＭＤＣの代替化による全廃（2000年度から活動開始）2004年度
トルエン排ガス燃焼装置を導入2002年度

トルエン、ＭＥＫ排ガス燃焼装置を導入1999年度

ＭＤＣ回収装置を導入1998年度

洗浄用ﾊﾟｰｸレンを水洗浄化により全廃1997年度
改善内容年度



27

環境負荷低減活動

〔排水処理施設〕

〔排ガス処理施設〕

管理区による日常点検に加え、導入した排出削減設備が正しく維持されていることを
公害防止管理者等によるパトロールで定期的な確認を行っています。

2.汚染予防施設のパトロール
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１. ㈱リコー沼津事業所について
①沼津事業所の概要

２. 化学物質管理について
①方針

② 管理体制

③ 管理システム

3. リスクコミュニケーションについて
①社内

② 地域社会

③ 情報開示

４. 環境負荷低減活動について
①大気汚染防止

５. 課題と今後の進め方
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課題と今後の進め方

◆地域とのコミュニケーションとして、ＳＳモニター制度を中心に実施し
て参りましたが、より密接な関係に発展すべく、化学物質に関するリ
スクコミュニケーションを含む情報公開内容・ツールの充実、開催頻
度増、対象者の拡大を図ります。

◆東海地震の強化地域内にあり、地域への影響を最小にするための
対応策として、設備面と防災組織などの強化はもとより、有事の際に
は地域住民、行政及び近隣企業との連携の強化を図ります。

◆化学物質によるリスク低減策として、使用禁止・削減対象物質の拡
大や代替物質化などの本質的な改善の仕組みの構築に取り組んで
いきます。
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